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　近年、急速な発展を遂げている“科学技術”。読
者の方々は、“科学技術”とどのように付き合って
いるだろうか。 
　「科学」と「技術」の起源を遡ると、本来異なっ
たものであることがわかる。「技術」は、人類の誕
生と同時に生まれ、道具を作るなど実際に使用され
ることで人類に伝承されてきた。一方「科学」は、
自然現象に対する知識を得、それを体系化すること
で、積み重ねと飛躍により受け継がれている。この
科学の体系を十分に取り込み、深い知識に基づいて、
実地で技術として応用される“科学技術”こそが、
近年、社会に大きく寄与しており、とりわけ大学が
発信源として大いに貢献している。 
　大学には、知の源泉（最先端研究）、知の伝承（高
等教育）、知の活用（社会貢献）という３大ミッショ
ンがあり、附置研究所は、大学法人における“知の
看板”であると位置づけされる。研究には３タイプ
あり、“理解”に重点をおき真理を追求する「ボー
ア型」、“つくる”に重点をおき、応用開発を追求す
る「エジソン型」、その両者を持ち合わせた「パス
ツール型」があると言われているが、大学での研究
では、その３タイプの研究者が叡智を集結させ、発
見から応用まで多岐にわたり貢献していくことに将
来があるだろう。 
　資源の少ない日本は、科学技術こそが生命線であ

る。しかし、科学技術の発展に反比例し、人々の科
学に対する関心は低下傾向にある。特に、若い世代
や女性層における関心の低下が目立つ。その理由の
１つは、研究者、技術者に対して“親しみ”を感じ
られないため、科学を身近に感じられないというこ
とが挙げられる。その結果、若い世代においては、
“研究者”という職業のビジョンが見えにくく、科
学は好きでも職業にはしたくないという感情を抱か
せてしまうのかもしれない。研究者の一人として、
子供たちに科学技術に対する夢と希望を与えられる
よう、今、子育て世代への教育が必要ではないかと
感じている。 
　私たちが直面する地球規模の諸問題は、複雑にな
る一方で、非常に深刻である。 これらの諸問題を
解決するためには、“科学技術”が一つの文化とし
て社会に溶け込み、発展していくことが重要である。
今後の日本にとって、科学技術の発展こそがいのち
綱であり、より安全、安心して生活するために科学
技術は、私たちの未来の鍵を握る。一方で、科学技
術には正の側面だけでなく、負の側面があることも
事実である。病気の治療に役立つ薬品も、使用方法
によっては軍用兵器に変わる場合もある。科学者は、
科学技術をただ発展させるだけでなく、社会に科学
技術がもたらす影響を明確に説明する責任がある。 
　科学技術がより身近になる人間社会において、無
関心が最大の敵となる。難しいことを考えなくても、
一人一人が社会の中の科学技術を意識し、科学技術
と向き合っていくことが、重要ではないかと思う。 
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